
把
握
す
る
こ
と
は
決
し
て
簡
単

で
な
い
の
が
実
情
で
す
写
真
１

。

ま
た
、
地
元
住
民
に
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ

プ
ラ
ス
の
活
動
を
理
解
し
て
も

ら
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
積
極

的
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
仕
組
み
作
り
も
重
要
で
す
。

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
プ
ラ
ス
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
つ
な
が
る

　

本
号
の
特
集
の
テ
ー
マ
で
も

あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を

目
指
す
国
際
目
標
で
す
が
、
中

で
も
「
気
候
変
動
へ
の
対
策
を

取
る
」［
目
標
13
］
と
「
陸
の
豊
か

さ
を
守
る
」［
目
標
15
］
は
特
に
森

林
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

先
に
説
明
し
た
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
プ
ラ
ス
の
取
り
組
み

は
、
ま
さ
に
こ
の
２
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
行
動
の
ひ
と

つ
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
プ
ラ
ス
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
貢
献
は
上
記
の
２
つ
の
目
標

だ
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
森
林
の
持
つ
多
面
的

機
能
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
プ
ラ
ス
で
対
象
と
し
て
い

る
気
候
変
動
の
緩
和
だ
け
で
な
く
、
土
砂
災
害

防
止
、
水
源
涵
養
、
文
化
的
価
値
、
生
物
多
様

性
保
全
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
写
真
２

。
Ｒ
Ｅ

Ｄ
Ｄ
プ
ラ
ス
の
実
施
に
よ
っ
て
、
森
林
減
少
を

熱
帯
林
の
保
全
は

気
候
変
動
対
策
に
つ
な
が
る

　

現
在
、
熱
帯
林
の
減
少
や
劣
化
を
防
止
す
る

こ
と
で
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
削
減
す
る
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
プ
ラ

ス［
▼
註
１
］と
称
さ
れ
る
こ
の
取
り
組
み
は
、
気

候
変
動
枠
組
条
約
の
締
結
国
会
議
の
中
で
十
数

年
に
わ
た
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
、
本
格
的
な
始

動
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
プ
ラ
ス
で
は
、
実
施
国
が
対
策
を
施

し
た
こ
と
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
量
を

い
か
に
正
確
に
把
握
で
き
る
か
が
成
功
の
鍵
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
実
施
国
の
多
く
で
は
、
森
林

面
積
を
把
握
す
る
た
め
の
情
報
（
衛
星
デ
ー
タ
、
統

計
デ
ー
タ
な
ど
）
や
、
地
上
で
得
ら
れ
た
実
測
デ
ー

タ
の
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
、
森
林
炭
素
蓄
積
量
を

免
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
森

林
か
ら
、
多
く
の
恩
恵
を
受
け
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
の

利
用
と
保
全
を
考
え
る

　

人
と
森
林
の
つ
な
が
り
は
人
類
の
誕
生
と
共

に
あ
り
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
森
林
は
、
木
材
の
生
産

写
真
３

だ
け
で
な
く
、
医
薬
品
や
伝
統
工
芸
品
の

原
料
と
な
る
非
木
材
資
源
を
得
る
場
所
と
し
て

写真１　森林炭素蓄積量推定のための地上調査（マレーシアで撮影）

　　　　このような巨木では直径を測るのも一苦労である。

炭素固定

木材生産

写真３　森林認証を受けた森林での伐採現場（パラグアイ共

和国で撮影）。森林資源を次世代に引き継ぐために
も持続可能な経営による木材生産が重要である。
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写真４　ペルー山岳地域では植物由来の染料で鮮やかな織り糸を
　　　　作り出している。

写真２２　森林の有する多面的機能と SDGs との関係

▶註1 ：REDDプラス

途上国での森林減少・劣化を抑制する努力

を評価する仕組み。REDDは「途上国におけ

る森林減少・森林劣化に由来する排出の抑

制、並びに森林保全、持続可能な森林経営、

森林炭素蓄積の増強」を意味する英語の略。

多様性保全

文化的価値

土壌災害防止

炭素固定

木材生産

食料供給

水源涵養

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
写
真
４

。
ま
た
、
現
在
は
そ

の
価
値
が
未
知
数
で
も
、
将
来
は
有
用
な
資
源

と
な
り
得
る
植
物
も
生
息
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
に
は
、
森
林
を
持
続
可
能
な
資

源
と
し
て
利
用
し
な
が
ら
、
保
全
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
心
が
け
た
管
理
を
行
い
、
少
し
で
も
多
く

の
森
林
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
責
任
が

あ
り
ま
す
。
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
プ
ラ
ス
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
は
、
個
人
の
活
動
だ
け
で
は
達
成
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の

意
義
を
理
解
し
て
資
源
の
有
効
利
用
や
消
費
活

動
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
で
、
目
標
達
成
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

目標2

目標6

目標3

目標14

目標11

目標13目標15

目標15

15 シリーズ◉研究の森から

佐藤　保　Sato Tamotsu

森林植生研究領域長

Q1. なぜ研究者に？
　地方公務員を目指していましたが、大学の

恩師に強く勧められたのがきっかけです。

Q2. 影響を受けた人など
　やはり、大学の恩師に強く影響を受けました。

恩師は研究所のOBでもあるのですが、とにか

く現地を自分の目で見ることの重要性を教わり

ました。実際に目にしてきた人の言うことは説

得力があるということでしょうか。

Q3. 研究の魅力・醍醐味とは？
　パラグアイ共和国で、現地の大学、行政機

関と共同でREDDプラスに関係する調査を行

い、その結果、森林炭素蓄積を推定する独自

の式を開発することができました。パラグア

イが国連に提出した報告書にわたしたちの開

発した式による推定結果が採用されましたが、

この時に世の中の役にたつ研究が少しだけで

もできたかなと思いました。

Q4. 若い人へ
　今はインターネットが発達して、すぐに検

索という形で調べることができます。でも何

か疑問に思ったとき、便利なインターネット

を使わずに、まずは自分の頭で考えるという

ことをしてみてください。自分で考えるとい

うことを習慣づけるのが大切だと思います。


